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第 51回（2011年度第 2回）幹事会議事要録
日時：2011年 4月 23日（土）13:30～ 17:00
場所：中央大学理工学部新 2号館 3階 2337セミナー室
出席者：南木会長，西田事務局長，那須庶務幹事，工藤会
計幹事，佐々木広報・渉外幹事，能城編集委員長，近藤
行事委員長，藤井行事副委員長

報告事項
１．会員動向：2011年 4月 21日現在の会員数が報告さ
れた（名誉会員 3名，賛助会員 1社，一般会員 356名，
学生会員 35名，団体会員 8団体）。
２．会費納入状況：2008年度より 4年分会費を滞納して
いる会員が 9名，2009年度より 3年分会費を滞納して
いる会員が 15名いることが報告された。
３．事務委託費用支払い報告：大学生協学会支援センタ―
に，3ヶ月分の事務委託費用および実費立替分の代金を
支払ったことが報告された。
４．植生史研究の編集状況：第 18巻第 2号を 1月 31日
に刊行したことが報告された。第 19巻第 1–2号のメタ
セコイアシンポジウム論文集は，編集・印刷が終了し，4
月 20日に刊行した。第 20巻第 1号は受理済みの論文
が 3本揃い，5月 30日に刊行できる予定である。
５．第 8期会長・評議員選挙について：選挙管理委員長を
松本みどり会員に委嘱し，日程を調整した結果，6月 1
日公示，7月 1日投票締め切り，7月 8日開票というス
ケジュールで選挙を実施することが報告された。
６．名簿作成について：会員名簿の作成を，会長・評議員
選挙と同時に実施することにした。選挙の案内と同時に
名簿掲載事項確認依頼書を同封し，FAXかメールにて
返信してもらうことにした。
７．学会ウェブサイトの移行について：今年度中に，学会

HPをメーリングリストで利用しているサーバー（Chat.
jp）に移行することにした。国立情報学研究所のHPサー
ビスが平成 24年 3月に終了するため。
８．第 25回大会報告：第 25回名古屋大会の参加者およ
び会計収支が報告された。参加者は 107名で，一般公
開シンポジウムのみの参加者は 11名だった。

審議事項
１．第 26回大会：第 26回大会のシンポジウム，巡検・企
画案を審議し，承認した。大会実行委員に弘前大学の片
岡太郎氏と清水香氏の 2名が追加されたことが報告され
た。公開シンポジウムは，「ヒバの文化史（仮題）」に決

定した。また，「下北半島のヒバとヒトとの歴史を探る（仮
題）」をテーマに，巡検（第 33回談話会）が企画される
ことになった。
２．第 32回談話会：「植生史解明のための室内実験法 5－
初心者のための出土種実の分析・同定法－」を 7月 16
日（土）・17日（日）に中央大学にて開催することにした。
講師は南木睦彦氏，講師補助は佐々木由香氏・那須浩郎
氏，世話人は西田治文氏，藤井理恵氏。
３．論文賞：第 1回論文賞の審査委員会を 5月 1日までに
立ち上げ，審査を開始することにした。
４．学会賞：第 3回学会賞について，これまでに 1件の推
薦があったことが報告された。これについても 4月 30
日の締め切りを待って，5月 1日に審査委員会を立ち上
げる。
５．東日本大震災への対応：東日本大震災で被災された
方へのお見舞い文を，ニュースレターとHPに掲載する
とともに，被災された会員の情報を収集することにした。
また，被災された会員については，会費を一年間免除す
る措置をとることにし，申し出ていただくことにした。
６．IPC／ IOPC2012協力委員会について：植生史学会
会員からのシンポジウム案を，ニュースレターとHPで
公募することにした。

第 8期会長・評議員選挙結果報告
2011年 7月 8日に第 8期会長・評議員選挙の開票を厳
正に行いました。その結果，次期会長に守田益宗氏，次期
評議員に南木睦彦，松下まり子，紀藤典夫，辻　誠一郎の
各氏が当選されましたのでご報告いたします。
　会長選挙　投票総数 82票
守田益宗 15票，能城修一 15票（年長者優先のため守田
氏が当選），高原　光 12票
　評議員選挙　投票総数 328票（上位 4名が当選）
西田治文 18票（次期事務局長就任のため辞退），南木睦
彦 16票（当選），能城修一 16票（次期編集委員長就任の
ため辞退），松下まり子 12票（当選），佐々木由香 11票
（次期行事委員長就任のため辞退），紀藤典夫 10票（当選），
辻　誠一郎 9票（当選），大井信夫 9票（年長者優先のた
め辻氏が当選），守田益宗 9票

選挙管理委員長　松本みどり

第３回学会賞・第１回論文賞選考結果報告
2011年 7月 1日に第 3回学会賞と第 1回論文賞の選考
を厳正に行いました。その結果，第 3回学会賞を高原光氏
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に，第 1回論文賞を以下の 2本の論文に授与することが決
まりましたのでご報告いたします。なお，授与式と受賞記
念講演は，11月 5日の第 26回青森大会にて執り行います。
　第 3回学会賞受賞者
高原　光氏
　第 1回論文賞受賞論文
第 17巻第 1号掲載　工藤雄一郎・小林謙一・江原　英・
中村俊夫：栃木県小山市寺野東遺跡から出土した縄文時
代後・晩期の木組遺構の高精度年代測定
第 18巻第 1号掲載　渋谷綾子：日本列島における現生デ
ンプン粒標本と日本考古学研究への応用̶残存デンプ
ン粒の形態分類をめざして
第 3回学会賞・第 1回論文賞審査委員長　南木睦彦

会員動向（2010年 12月～ 2011年 8月）
新入会員
谷口めぐみ（一般）　宮城県埋蔵文化財センター
片岡太郎（一般）　弘前大学人文学部

退会会員（2011年度末退会者も含む）
渡邊眞紀子，勝山輝男，前田禎三，武生雅明，長山雅一，
小林公治，千葉　寛，岡村道雄，南　靖子，渡邉絵里子

第 7期日本植生史学会役員
（任期：2009年 10月 1日～ 2012年度大会）

会　長：南木睦彦
評議員：高原　光，百原　新，鈴木三男，植村和彦，松下
まり子
会計監査：江口誠一
幹　事：西田治文（事務局長），那須浩郎（庶務），工藤雄
一郎（会計），佐々木由香（広報・渉外）
編集委員会：能城修一（委員長），大井信夫（副委員長）
行事委員会：近藤　敏（委員長），藤井理恵（副委員長）

第 8期日本植生史学会役員
（任期：2011年 10月 1日～ 2014年度大会）

会　長：守田益宗
評議員：南木睦彦，松下まり子，紀藤典夫，辻　誠一郎
会計監査：（総会で選出）
幹　事：西田治文（事務局長），吉田圭一郎（庶務），松本
みどり（会計），西本　寛（広報・渉外）
編集委員会：能城修一（委員長），工藤雄一郎（副委員長）
行事委員会：佐々木由香（委員長），庄田愼矢（副委員長）

事務局移転
第 8期から幹事が変わりますので、各種連絡先を以下の
ように変更します。
入会・異動・退会の申込み，バックナンバーの購入，メー
リングリストアドレスの登録・変更，メーリングリストへ
の投稿記事は，従来通り事務局にご連絡下さい。
〒 166-8532　東京都杉並区和田 3-30-22
大学生協学会支援センター内　日本植生史学会事務局
Tel：03-5307-1175 Fax：03-5307-1196
mail： hisbot@univcoop.or.jp
その他の連絡先は，以下の通り変更になります。
連絡・問合せ，転載許可申請
庶務幹事　吉田圭一郎
〒 240-8501　神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 79-2
横浜国立大学教育人間科学部
電話・Fax：045-339-3425（研究室直通）
mail（庶務幹事宛にお願いします） ：hbmain@hisbot.jp
雑誌投稿に関する問い合わせ，企業広告送付先
編集委員長　能城修一
mail：hbjournal＠ hisbot.jp
ホームページに関する問い合わせ，企業広告お問い合わせ
等
広報・渉外幹事　西本　寛
mail（広報幹事宛にお願いします）： hbnews@hisbot.jp

事務局報告

査読者への謝辞
植生史研究第 20巻に投稿された論文等は下記の方々に査読していただきました。記して御礼申し上げます。
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